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安全最優先の定期検査工程策定への取組み

（上期） 平成１７年度 （下期） 平成１８年度（上期）

原子力事業本部大
の取組み

美浜発電所

高浜発電所

大飯発電所

個
別
定
検
の
取
組
み

定検工程策定ＷＧの設置
（当社・協力会社）

▼

工程策定・変更プロセス明確化

（社内標準に明記）
▼

▼社内標準改正

作業品質・労働安全の観点で早期に協力会社とコミュニケーションを図る

・中長期運転計画：年間を通じ、３発電所の定検を平準化
・個 別 定 検：６ヶ月前より協力会社と協議開始

発電所が計画決定、変更工程も同様

・年末年始の休日確保

・工程中にリスク回避日数を設定

・解列、並列時刻を考慮

協力会社等の意見を踏まえ、
定検工程策定・変更プロセスの検討

1号機 第21回定検

2号機 第23回定検

3号機 第16回

1号機 第23回

3号機 第17回定検

3号機 第11回

1号機 第20回定検

4号機 第10回定検

2号機 第20回定検

１

2号機 第23回定検

２

4号機 第16回定検

３

定検工程策定ＷＧによる取組み 各発電所、個別定検への運用。 協力会社・発電所等とのコミュニケーションによる継続的改善

意見
の反映など

個別定検への
展開

協力会社毎に意見要望内容が

異なることから、計画の早い段階

から、メーカ、協力会社の方々

とのコミュニケーションにより、

「安全最優先の考え方」に基づく

工程策定への取組みを継続して

いく必要がある

今後の課題メーカ、協力会社アンケートによる主な意見と対応

相変わらず工程優先と感ずる 個別定検の細かな打ち合わせで意見交換

ＧＷ、盆、正月にまとまった休みが
欲しい

年末年始は移動日を考慮し休日確保
お盆は通常の休みと同じとし、ＧＷは個別定検毎に相談

原電敦賀１，２号、舞鶴１号も含めた

１４台でラップを回避すべき

１８年度以降舞鶴も考慮する計画に変更

（H18.4.24以降６台ラップ。美浜２号の工程を工夫し、
協力会社作業員の移動をスムーズに行える様に変更）



協力会社
所長クラス

３月 ４月

定検工程

各課・協力会社
キーマン

事業本部

平成１７年１１月 １２月 平成１８年１月 ２月

第２３回定期
検査

発電所・協力会社のコミュニケーションの状況（高浜2号機第23回定検の例）

工程調整会議
10/12（安衛協加盟会社）

▼

定検事前準備会議体の設置

定検着手６ケ月前を目途に、当社と
協力会社のコミュニケーションを行う

詳細工程の計画案を提示し、協力会
社各社での検討を依頼する
（隔離・停電工程、作業エリア他）

工程調整会議の開催

工程案に対する協力会社からの意見（課題）
を集約し、定検工程を調整する

会議の中で検討課題を確認し、次回までに
関係箇所での調査・検討を行う
他への影響も順次検討、調整し、時間ベース
工程の詳細を調整する

一般的には、日ベース工程での作業期間の
確認、調整から始め、最終的に時間ベース
工程まで、確実に作業ができるよう各所の
理解、納得を得ながら調整する

工程決定
★

定検工程の策定

定検着手１ケ月前を目途に「定検総括工程表」
「時間ベース工程表」を策定し、協力会社に配布

解列▼4/14

報告 4.14～6.30
（78日工程）

２

デイリーミーティングﾞの実施

定検開始後の工程の進捗状況管理、工程調整、工程実績
や注意事項等の情報の周知、定検工程に係る相談窓口

1/16
▼

1/25
▼

2/7
▼

2/21
▼

3/10
▼

3/17
▼

ﾃﾞｨﾘｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ
4/6
▼

4/14～毎日
▼▼▼……

定検説明会
（所長ｸﾗｽ）

▼
4/4

定検前安全研修
（作業責任者ｸﾗｽ）

▼
4/11

定検管理センターの設置

定検着手１ケ月前を目途に、「定検管理センター」を設置し、
定検終了まで協力会社とのコミュニケーションを継続する

工程調整会議
（安衛協加盟全社）

社内標準の内容

・定検着手６ヶ月前を目途に、メーカ、協力会社と定期検査計画に関する協議を開始する

・定検着手３ヶ月前を目途に、安全衛生協議会加盟の各社に定期検査計画を説明する

・コミュニケーションの過程で、解列日、並列日、定検日数に変更があった場合、原子力事業本部に連絡する

第23回定期
検査



高浜４号機 第１６回定期検査工程の調整

並列：２／１６
解列：１１／２４ ▽

　▽ RCS漏えい検査（１．５日）

燃料取出 燃料装荷
RCS降温

クレーン点検 １次系弁・ポンプ点検（５０．５日） Ｒ／Ｖ組立（５日）
 起動前弁点検（１日）

Ｒ／Ｖ開放（５日） 起動試験（５日クリティカル分）

復水器真空破壊(1.5日)
タービン開放定検（３４日）

２次系熱交換器取替準備（５日）

２次系熱交換器取替（３３日クリティカル分） ２次系熱交換器取替（３３日サブクリティカル分）

並列：２／１７
解列：１１／１６ 　▽

　▽ RCS漏えい検査（１．５日）

燃料取出 燃料装荷
RCS降温

クレーン点検 １次系弁・ポンプ点検（５０．５日） Ｒ／Ｖ組立（７．５日）  起動前弁点検（１日）

起動試験（５日クリティカル分）
Ｒ／Ｖ開放（７日）

予備日（２日）

復水器真空破壊(１．５日)

タービン開放定検

２次系熱交換器取替準備（５日）

２次系熱交換器取替（７６日クリティカル分）

運
転
計
画
工
程

変
更
工
程

２月Ｈ１８年１月Ｈ１７年１１月 １２月

＋９日

年
末
年
始
６
日
間

年
末
年
始
６
日
間

２次系熱交換器取替工事のうち湿分分離加熱器管巣取替
え作業における、加熱器内部での上下作業が発生すること
から、９日間の延長した。

８５日

９４日

原子炉容器開放作業を裕
度のある工程に見直し

原子炉容器組立作業を裕
度のある工程に見直し

８５日

９４日

３

＋９日

2次系熱交換器取替工事のうち、湿分分離加熱器管巣取替え作業に

おける、加熱器内部での上下作業を回避するために、９日間工程を
延長した

原子炉容器組立作業を

裕度のある工程に見直し

原子炉容器開放（７日）

原子炉容器開放（５日）

原子炉容器組立（５日）

予備日（リスク
回避時間）を
設けた

各社の判断により、１月４日を
作業準備日とした

原子炉容器開放作業を

裕度のある工程に見直し

2次系熱交換器取替

作業日数延長に伴い
解列日を変更

起動前弁点検（１日）

原子炉容器組立（7.5日）



参 考定検工事における定検工程以外の実施状況

再発防止対策 高浜発電所における主な取り組み状況

労働安全活動の充実

発電所保守管理体制の増強

積極的な資金の投入

メーカ・協力会社との協業

◆労働安全衛生マネジメントシステムの試運用実施

・作業手順上のリスクアセスメントを２号機第２３回定検で７６件の工事に対して実施。作業手順への反映、設備改善実施

・安全作業指示書（リスクコード表運用）によるリスクコミュニケーションを２号機第２３回定検で１４４件の工事に対して実施

◆安全技術アドバイザーの助言・指導による作業現場の危険有害要因低減活動
・労働安全コンサルタントが定検中、週１回、現場パトロール（当社の安全管理者、協力会社の安全担当者も同行）を実施

し、指導・助言により危険有害要因を低減 指摘事項 ２１７件（H17. 11～H18.6）

・労働安全衛生マネジメントの指導、安全衛生関係法令教育を実施

◆電気・機械技術アドバイザーによる技術基準の適合性審査

・工事の計画、実施、評価、定期事業者検査の各段階で技術基準の適合性審査を行ない、助言・指導により技術基準

を厳格に運用

・政省令、技術基準に係る保修員への教育実施

保守管理の継続的改善 ◆役割分担・調達管理の基本計画策定・個別工事への展開

・策定された役割分担・調達管理の「基本計画」について職場内教育、ミーティングにより浸透実施

・今年度下期より個別工事に展開するため、個別工事の仕様書への反映を実施中

◆メーカ・協力会社との対話充実と意見・要望への対応

・所次長と元請会社（４３社）との対話（１回／年） ： H16.10以降、７５回実施 （H18.6時点）

・課長以下の各層についても、協力会社朝礼、作業前打合せ（TBM)への参画など、対話充実

・いただいた意見・要望に対してできるだけ速やかに回答 （これまでの意見・要望数 約１７００件）

◆協力会社からの設備改善提案を積極的に採用

提案数 採用数 検討中 不採用

高浜２号機第２３回定検前の提案募集 １７０ １２１ ２０ ２９

平成１７年度以降の総数 １,２２２ ８２５ １４１ ２５６ （18.6時点）

電気分 機械分 計

審査・確認件数
（方針書、工事りん議、承認申請図書、作業計画書、工事報告書）

指導・助言件数

594           766        1,360

（H18.6時点）46             30             76


